
Ⅰ．はじめに

　近年，国内のきのこ生産は消費者の自然食品を求める嗜好の変
化や栽培技術の向上などを背景に生産量が増加傾向にある。しか
し，大型工場による大量生産や企業間の価格競争により販売単価
は下落傾向にあることから，新たな品目のきのこの栽培技術に関
する生産者からの要望は根強い。
　キヌガサタケは竹林に特異的に発生するきのこで，アルツハイ
マー病の治療や予防に役立つ物質を含むことが報告されている
（2）ことから，鹿児島県森林技術総合センターではキヌガサタ
ケの機能性に着目し，鹿児島県に豊富に存在する竹林の林床を活
用した栽培の可能性を模索しているところである。キヌガサタケ
の栽培技術については，これまでの研究でおが粉培地に鹿沼土な
どの園芸用土を混入した培地で培養した菌床を赤玉土に埋設する
栽培方法の開発に至っている（4）が，野外での子実体発生条件
については明確になっていない。また，キヌガサタケには菌叢色
が白色のものと赤色のものがあり，白色系菌株は寒天培地におい
て，赤色系菌株はおが粉培地において良好な菌糸伸長を示す
（4）など系統により菌糸特性に違いがあることが知られている。
　そこで，姶良町牟田山地区にてキヌガサタケの野生菌株を採集
し，発生日の気象データの分析と同地で採集されたキヌガサタケ
の菌糸特性の調査を行った。

Ⅱ．材料と方法

１．野生菌株の採集及び子実体発生時の気象データとの比較
　野生菌株の採集は，鹿児島県が姶良町牟田山地区に整備した鹿
児島県県民の森内にある展示竹林に２００５年６月に２回，２００６年６
月に３回，２００７年６月から７月にかけて５回調査に行き，発生し
ていた子実体を採取した。採取した子実体は鹿児島県森林技術総
合センターに持ち帰り，円筒状の菌柄を切り開き，その内側の組

織からPDA培地上に組織分離を行った。
　子実体発生時の気象データは，県民の森管理事務所で観測して
いる日間の最高・最低気温及び降水量を用い，野生菌株調査を
行った日の最高・最低気温と調査日前１０日・５日・３日間の積算
雨量を算出した。
２．菌糸特性試験
　温度適性試験は，PDA培地をシャーレに作成し，あらかじめ
別のPDA培地で培養した菌株を５mmコルクポーラーで打ち抜
き培地中央に接種した。接種した培地を１５℃〜３５℃の５段階に設
定した温度勾配恒温培養器で培養し，接種から１０日後に成長した
菌叢の短径と長径をデジタルノギスで測定し，その平均値を成長
量とした。試験に用いた菌株は県民の森Ⅰ及びⅡの２菌株で，各
菌株各温度区分に５枚ずつ，さらに対照区としてシイタケ（菌興
３２７号）を２枚ずつ用いて試験した。
　培地適性試験は，表－１に示す４種類の寒天培地をシャーレに
作成し，あらかじめ別の寒天培地で培養した菌株を５mmコルク
ポーラーで打ち抜き各培地中央に接種した。接種後は２４℃の培養
器で培養し，接種から１０日後に菌叢の直径を測定するとともに，
菌叢表面の状態を観察した。試験には同じくキヌガサタケ２菌株
を用い，それぞれ各培地５枚に接種し試験した。
　pH適性試験は，１Ｎ塩酸及び１Ｎ水酸化ナトリウム溶液でpH
を６段階に調製したSMY液体培地を滅菌後，　２００mLの三角フ
ラスコに３０mLずつ分注し，その表面に別の培地で培養しておい
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表－１．各培地の組成
配合名称

PDA顆粒３９g，蒸留水１LPDA培地
エビオス５g，グルコース２０g，１N塩酸１．６mL，寒天粉
２０g，蒸留水１L浜田培地

サッカロース１０g，麦芽エキス１０g，酵母エキス４g，寒
天粉２０g，蒸留水１LSMYA培地

麦芽エキス１０g，酵母エキス４g，寒天粉２０g，蒸留水１LMYA培地



た菌株を５mmコルクポーラーで打ち抜き接種した。接種した液
体培地は２２℃で７日間培養した後，あらかじめ乾燥重量を測定し
ておいた濾紙で菌糸体を濾し取り，濾紙ごと１０５℃に設定した恒
温乾燥器で２４時間乾燥し，菌糸体の乾燥重量を測定した。試験に
用いた菌株は県民の森Ⅰの１菌株のみで，各区分５本ずつ接種し
試験を行った。

　Ⅲ．結　果

１．野生菌株の採集及び子実体発生時の気象データとの比較
　調査により採集したキヌガサタケの採集データを表－２に，調
査時の気象データを表－３に示す。
　発生日の最高気温は２０℃〜２４℃で，最低気温は１５℃〜２１℃で
あった。また，発生時の前１０日間の積算雨量は２００５年は６０mm，
１５７mmで，２００７年は４５５mm，３１８mmであった。

２．菌糸特性試験
　温度適性試験の結果を図－１に示す。菌糸は１５℃から３０℃の間
で成長し，３５℃ではほとんど成長しなかった。ただし，３５℃で培
養した培地を２５℃の培養器に移したものは成長を再開したことか
ら，３５℃では菌糸の成長は止まるものの死んではいないことがわ
かった。成長量のピークはシイタケと同じく２５℃付近にあった。
　培地適性試験の結果を表－４に示す。両菌株とも今回使用した
４種類の培地で成長量に大きな違いは見られなかった。ただし，
菌叢表面の状態を比較すると，PDA培地で培養したものが最も
菌叢が濃かった。
　pH適性試験の結果を図－２に示す。強酸性以外の区分で成長
が見られpH８．７３の培地で培養したものが最も成長が良好だった。
なお，培養後の液体培地のpHは３．１５〜５．７２の間に変化していた。

Ⅳ．考　察

　キヌガサタケは，梅雨期と秋の年２回竹林内に群生または散生
する（1）とされており，この時期の気候がキヌガサタケの子実
体発生の適期と考えられる。２００６年の発生調査では菌株を採集で
きなかったが，この年の調査日の最高気温はそれぞれ２７℃，２６℃，
２９℃と前年，翌年の発生日と比べて高かったことから，最高気温
２５℃以下の温度帯がキヌガサタケの子実体発生に関わっている可
能性が示唆された。
　また，野外におけるきのこの発生には降雨が大きく関わってお
り，ショウロでは発生前１０日間の雨量が４０mmを超えると豊作に
なるといわれている（3）。調査地の直近のアメダスデータによ
ると，１９７９年から２０００年の６月の平均降水量は５０２mmで，１０日
間の雨量に換算すると１７０mm程度がこの時期の平均的な降水量
となる。今回の調査では，２００７年の発生日前の１０日間積算雨量は
４５５mm，３１８mmと多量の降雨の後に発生していたが，２００５年は
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表－２．キヌガサタケの採集データ
分離結果発生場所採集日No
○竹林内通路２００５/６/２０県民の森Ⅰ
○竹林斜面６/２４　　〃　　Ⅱ
×竹林斜面２００７/６/２５　　〃　　Ⅲ
×竹林内通路７/　４　　〃　　Ⅳ
×竹林斜面　〃　　　〃　　Ⅴ

表－３．発生調査日と気象データ
湿度
（％）

積算雨量（mm）気温（℃）
最高/最低

採取
菌株調査日

３日５日１０日
６５７２９６０２１/１６１２００５/６/２０
７６１２８１３５１５７２０/１５１　　　６/２４
６６１１４１１４１４９２７/１７０２００６/６/１５
７１２７１７６１７６２６/２１０　　　６/１９
７４０１９１７６２９/１９０　　　６/２２
６０１０１０１１２４/１８０２００７/６/１４
６８４１４１４２２２/１９０　　　６/１５
７６１５７１９８１９８２４/１７０　　　６/１８
７８２５４２５６４５５２４/２０１　　　６/２５
８０１８６１９７３１８２３/２１２　　　７/　４

図－２．培養７日目の菌糸体重量

表－４．各培地での成長量及び菌叢表面の状態
県民の森Ⅱ県民の森Ⅰ

使用培地
菌叢表面成長量（mm）菌叢表面成長量（mm）
濃５２．８濃４８．８PDA培地
薄５６．９薄５０．６浜田培地
並４７．３並４８．３SMYA培地
薄５２．４薄５３．９MYA培地

培地pH（滅菌前）

図－１．培養１０日目の菌糸成長量



６０mmとこの時期としては少雨の後の発生も見られた。
　ただし，今回の調査では菌株の採集件数が少なく，限られた
データの中から発生条件を予測したものであることから，今後は，
調査時期を早める，調査頻度を上げるなど採集件数と採集データ
の蓄積を増やすとともに，発生地の局所的な環境も観測し，発生
条件の検証を行う必要がある。
　今回採集したキヌガサタケの温度適性・培地適性・pH適性の
菌糸特性については，これまでの報告（5，6，7）とほぼ同様の
傾向が出ていたものの，菌叢色はこれまでの報告とは異なり黄白
色であった。キヌガサタケは菌叢の色によりおが粉培地上での培
養特性に違いがあることが報告されているが（4），この黄白色
系統の菌株については，おが粉培地上での培養特性が明らかに
なっていないことから，今後はおが粉培地を用いた培養試験を行
い，特性を解明する必要がある。
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